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我が国の医療保険制度は、少子高齢化に伴う医療サービスの高額化によって危機的
な状況に直面している。そして財政上の懸念から、薬剤費抑制政策が進められており、
医療技術評価（HTA）の導入が検討されているが、その課題は多い。本研究は医療費
増大の要因、及び HTA 導入に向けた製薬企業の対応状況を分析したものである。医
療費増大の要因分析については医療保険制度の構造的な問題、及び高額医療サービス
の増加に伴う高額療養費補助の増大が起因している可能性を明らかにした。HTA導入
に向けた製薬企業の対応状況の分析については、内資系と外資系企業での対応差、日
本での人財不足が露呈され、HTAが本来あるべき、医療技術のイノベーションを評価
する形から大きくずれ、薬価再算定のツールのみに適応される可能性が高いことを明
らかにした。すなわち、薬剤費抑制政策としての HTA は、その効力に限界があり、
日本の国民皆保険制度を維持するためには医療保険制度全体の見直しが急務であると
結論付けている。 
以上、本研究は、世界に誇る日本の国民皆保険制度を、様々な環境変化の中で維持
していくために政策上の課題を見出したものであり、その社会的意義は非常に高く、
博士（薬科学）論文として価値あるものと認める。 
